
地域のきずな地域のきずな ～女性部活動～

　女性部の各支部ではＪＡを利用されるお客様に
より良い環境を提供しようと支店の花壇整備を
行っています。この活動には、支店を拠点とした
協同活動の一環として支店職員も参加しています。
　このうち女性部二ツ井支部は、５月２４日に二ツ
井支店の花壇整備を行いました。当日は女性部員
１６人が参加し、支店の前にある花壇にマリーゴー
ルドやペチュニア、ひまわりなどを丁寧に植えて
いきました。
　また、各支店においても女性部員が協力し花の苗を植え、支店の前は色とりどりの花で鮮やか
になりました。さらに、活動を通して女性部員と支店職員の交流も深めることができました。

環境美化活動

　食の大切さ、食を支える農業の大切さを作
物を育てることから知ってもらおうと、能代
市立渟城西小学校５年生６６人を対象に農業体
験学習を５月１２日に開催しました。この体験
学習はＪＡ営農部近くの畑を利用して年４回
行われ、児童たちがＪＡ女性部員や能代市農
業技術センター職員を講師に、様々な作物の
植え付けから収穫までを体験します。
　初回となった５月１２日は、あいにくの雨で
野菜の植え付けができませんでしたが、営農部の保冷庫や出荷所を見
学し、ＪＡの担当者から特産の『白神ねぎ』の荷受けから出荷までの
流れや、実際に育苗ハウスに入りどのように生長していくかを学びま
した。
　また、講習会では女性部と農業技術センターの職員が講師となり、
じゃがいもとねぎの植え方を説明したほか、普段食べている野菜がど
のように作られているかを説明しました。
　晴天となった２回目の６月２日には、さつまいもやかぼちゃ、ねぎ
などの定植を行いました。児童たちは説明を受けた通りさつまいもの
苗の葉が土の外に出るよう、気をつけながら植えていき、その後かぼ
ちゃも植え元気に育つようにと水を掛けていきました。また、ねぎの
定植では、農業技術センターの職員から教えてもらい、チェーンポッ
ト苗を簡易移植機「ひっぱり君」で定植し、優しく土をかけていきま
した。児童からは「こんな小さい苗が大きくて太いねぎになるとは思
わなかった。収穫が待ち遠しいです」といった感想が聞かれました。 ↑一生懸命ひっぱりました

↑女性部員と一緒に楽しく作業

農業体験学習を開催

天秤座（9・23〜10・23）　行動力がアップする時期。過去に駄目だったことへの再トライも成功率は高め。海外に興味を持つのもラッキー
2016.6月号

14


